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住追議飽署、芙氏隠⑫･斥強隠⑫議徭附減毅議隠⑫継

壓垢彿嶄諏茅。	

飽署嗤恬葎忽飽議侭誼飽才恬葎仇圭飽議肖酎飽

(偏隨翫肖酎飽才脅祇軒⑮飽)。侭誼飽峺議頁斤倖繁侭

誼尢辺議飽署。壓光了室嬬糞楼伏誼欺議垢彿嶄､梓孚

匯協議柴麻圭隈諏茅渠将継議餓駆岻侭誼駆(尢飽)，尢

辺飽駆。	

肖酎飽峺議頁㏍肖酎戻工佩屓捲暦議仇圭巷慌妖

悶㏍肖酎尢辺議飽署。壓晩云忽坪啜嗤廖峽，銭偬肖廖

1定參貧議繁埀，祥嗤宿追肖酎飽議吶暦。泌惚頁垢彿

侭誼宀，參念匯定議辺秘駆恬葎児粥､壓4埖柴麻竃飽駆

｡貫6埖崛和匯定5埖議耽埖議垢彿嶄序佩諏茅。	

茅阻宸乂飽署參翌，考啅幗了議二匍吉泌惚頁癖喘

芙氏隠⑫才斥強隠⑫議並匍侭議三，勣委嚥芙氏隠⑫

(宗慎隠宗才劍析署隠⑫)才斥強隠⑫(考啅隠⑫)議光

徭隠⑫継議匯磯､恬葎瓜考啅宀議覚毅芸駆序佩諏茅。

複和議匯磯才斥強墻墾隠⑫議隠⑫継議畠駆夸喇二匍

覚毅。	

茅阻貧峰議隈協諏茅參翌，壓考麼才瓜考啅宀岻寂

禰匡議、児噐斥強児彈隈議斥彿亅咏嶄嗤苧鳩芝墮議

三,考麼辛貫垢彿嶄諏茅凡普継才邦窮才伴創継吉。嶄

怜議工哘誌奮継吉，匆辛功象斥彿亅咏,	恬葎糞縞継喘

温灰遇序佩諏茅。宸乂云栖祥哘喇光了減毅議署駆喇考

麼序佩阻究原，葎緩,遇貫垢彿嶄委宸乂継喘紗參諏茅。

貧峰諏茅，蛍艶匯匯芝墮壓垢彿苧聾議諏茅坪否嶄

｡泌惚光了斤諏茅坪否嗤音苧議仇圭吉，辛參㏍俊鞭二

匍徙聾鳩範。	

	

	

１１埖議弌玉佚	
<宗慎>		-湿准延算岻縞-	

欺阻11埖、晩鯛匆苧⑪仇戻壼阻｡湿准迫㏍喬爺,

壼貧才絡寂､蝕兵聞喘軟哲俗吉議哲賑匂醤，賜宀嗤駅

勣奐耶搾議貧廾丗捲吉。喇噐喬爺賑梁和週、腎賑孤

夬，押蕎誼參否叟訓岾。壓湿准廬算岻縞，湖丹才送佩

來湖丹､屶賑砿况､稽况､屶賑砿㊨喚吉鴫押議奐紗，祥

頁宸倖圻咀。葎緩､宸豚生朕､厘断㏍光了冩俐伏･室嬬

糞楼伏初府晩械伏試嶄嬬酒汽仇圓契送佩來湖丹議圓

契圭隈。	

遍枠，泌惚湖欺「附悶嗤乂藤斥」､祥哘割蛍父函

唔劍，哲才附悶，戻念鋒状吉､廣吭隠劍附悶。輝翌竃

指社扮､音勣梨芝牢返才朋笥。牢返嬬契峭俊乾哈軟議

湖半､朋笥嬬契峭栖徭腎賑議湖半。哘勝楚閲蝕繁蛤猥

墫議仇圭，揖扮，壓繁蛤猥墫啜七議仇圭勣忌貧笥孛匆

頁企仏岻匯。珊嗤,珊哘購廣嗤購送佩來湖丹送佩吉議

佚連，泌惚輝仇隠宗侭吉嗤御幣議三，壓送佩念序佩吽

仲俊嶽匆頁匯嶽嗤丼議圓契圭隈。吽仲貫俊嶽欺糞縞恢

伏丼惚埃俶2巓恣嘔議扮寂。送佩來湖丹議送佩寄埃壓1

2埖～3埖，咀緩,寄埃壓11埖嶄儁岻念圓枠恂挫俊嶽，

夸丼惚繍厚煮。	

	

	

<晩云議囂冱簡祉>		-鈍励眉-	

	

宸頁湖仍頃徨峠芦撹海，畷垳繍栖侑牽胆諾議匯嶽卩

塀｡宸爺,頃徨断附刊「准晩腹廾」、喇社繁揮彭念吏「舞

芙」吉歌維。舞芙夸委篠熔彭「海勉」岻吭議「碕易弼

や、社会保険・労働保険の自己負担分の保険料が給与から

控除されます。 
税金には、国税である所得税と地方税である住民税（市

町村民税と都道府県税）があります。所得税は、個人の所

得に対してかかる税金です。技能実習生の皆さんが受け取

る賃金から一定の計算方法で経費を差し引いた差所得額

（課税）に応じて、課税されます。 
住民税は、住民に行政サービスを提供する地方公共団体

が住民に課する税金です。日本国内に住所を有し、引き続

いて１年以上居住する者は、住民税を納める義務が生じま

す。給与所得者の場合は、前年の収入額を基に４月時点で

税額が算定され、６月から翌年５月までの毎月の給料から

控除されます。 
これらの税金のほかに、皆さんを雇用する企業等が社会

保険と労働保険の適用事業所である場合には、社会保険（健

康保健と厚生年金保険）と労働保険（雇用保険）のそれぞ

れの保険料の半額が被雇用者負担分として控除されます。

残りの半額と労災保険の保険料の全額は企業が負担するこ

とになっています。 
以上の法定控除のほかに、使用者と被雇用者の間で締結

した、労働基準法に基づく労使協定に明記してある場合に

は、使用者は賃金から宿舎費や光熱費等を控除することが

できます。昼の給食代等も、実費弁償として労使協定の規

程により控除されることもあります。これらは、本来、皆

さんが負担すべきものを使用者が立て替えていて、その費

用を賃金から控除するものです。 
以上の控除は、給与明細の控除内容に個別に記載されてい

ます。控除内容について不明な点等がある場合には、受入

れ企業の方によく確かめてください。 

 

１１月のミニ情報  
 

＜健康＞ －季節の変わり目－ 

１１月になると、めっきり日が落ちるのも早くなり、朝

晩はストーブ等の暖房器具を使ったり、衣服も厚手の上着

が必要になるなど、季節は冬に向かいます。冬は気温が下

がり、空気が乾燥するため、ウイルスが繁殖しやすくなり

ます。季節の変わり目にかぜやインフルエンザ、気管支炎、

肺炎、気管支ぜんそくなどが増えるのは、このためです。

そこで今回は、研修生・技能実習生のみなさんに日常生活

で簡単にできるインフルエンザの予防方法をお教えしま

す。 

まず、「ちょっと身体が疲れたな。」と思ったら、十分

な栄養をとり、暖かくして、早めに眠るなどして休養しま

しょう。外出から帰った時には手洗いとうがいを忘れずに。

手洗いは接触による感染を、うがいは空気からの感染を防

ぎます。なるべく人混みを避けると同時に、人混みの中で

はマスクを着用するのもひとつの方法です。また、インフ

ルエンザ流行等の情報にも注意をはらい、地域の保健所等

から案内があれば、流行前にワクチン接種を受けることも

効果的な予防法です。ワクチンは接種してから実際に効果

を発揮するまでに約２週間かかります。インフルエンザの

流行は１２月～３月ですので、１１月中旬頃までに接種を

終えておくと、より効果的でしょう。 

 

＜日本のことば＞ －七五三（しちごさん） － 

 子供の無事な成長を感謝し、将来の幸福を願う行事で、子供

は「晴れ着（はれぎ）」に身を包み、家族に連れられ、「神社

（じんじゃ）」などに参拝します。神社は「長寿（ちょうじゅ）」

の意味をこめて、子供に「千歳飴（ちとせあめ）」をわたしま

す。 
男の子は三歳と五歳、女の子は三歳と七歳の年に行うのが一

般的とされています。七五三は、平安時代頃からの儀式がもと
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議允允滅(晩囂:認槙滅)」奘僕公頃徨断。	

緩卩塀､匯違壓槻頃徨眉槙才励槙扮､溺頃徨壓眉

槙才鈍槙扮訟佩。鈍励眉卩塀，栖徭軟坿噐峠芦扮旗扮

議卩塀｡匯違壓11埖15晩序佩廝斎｡徽壓⑬旗､繁断旺音

湊笑釣噐宸爺，匆嗤議夸壓緩念朔議邪晩吉序佩。	 	

鈍励眉卩塀嶄，喩凪頁鈍槙扮議廝斎，頁恬葎嘛隅

豚潤崩､瓜範葎頁嶷勣議購囚扮豚。壓皮嘛隅棒蘭楕互

議硬旗､繁断範葎鈍槙參念議頃徨頁舞議頃徨，欺鈍槙

參朔嘉恬葎芙氏議匯埀誼欺範辛。繁断壓廝牽頃徨宗慎

撹海議揖扮，緩卩塀珊軟欺陥聞頃徨断徭附匆嬬嗤侭湖

歴。	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

になっており、１１月１５日に祝うことが多いようですが、現

在はこの日にあまりこだわらず、前後の休日などに行われてい

ます。  
七五三の中でも、七歳の祝いは、幼児期の最後として重要な

節目とされてきました。乳幼児の死亡率が高かった昔は七歳ま

では神の子とされ、七歳になって初めて社会の一員として認め

られたそうです。子供の成長を祝うと同時に、子供自身にもそ

の自覚を与えるための行事であるともいえます。 
 

 

 


